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沃なやわらかい土壌では耕転は不要となる筈である．結

局かかることより考え現在の移植栽培を前蛙としてもか

なりの一方働生産性を上げうることが出来，かつ技術の簡

略化が出来るようである．さらに肥沃で透水性のある土

壌では直播も有利に展開出来，ことに穂数の確床が有利

なためむしろ移柿に勝る収＿是の向上も可能な結果をも得

たのである．

むすび：以上により個別技術の配列の方向性が明らか

となり他地域にも十分活用出来，社会経済条件を加味し

て技術を組合せる可能性を明らかにし得た．叉安全多収

省力，機械化栽蜘こおいてとるべき方向，さらには技術

研究のあり方をも明らかにLftきたと解しているが，この

詳細は後刻報告の予定であるのでそれを参照されたい．

＊　現東海近畿農試

農産物の　消費　に　つ　い　て

一第1報．米一

神　　　公　昭・佐々木　勝　美

（青　森　県　魚　試）

シェフアードは，「虔業者の仕事は物を生産すること

に終始することではなく，むしろ出発点は潜在的酢客が

何を欲求しているかを発見することにある」，といって

いる．又さらに今までの流通l‾軋越が庭先で捉起される板

木的あやまりを指摘し，消費者が何を欲っするかをはっ

きり撮んでから生産に移るという単純な事実が農業者に

理解されない場合がしばしばあると力説する・

しかしこういう事はなにも農業者に限ったことではな

く，研究者や，為政者にもよくみられることであり，大

いに反省の余地があろう．

この調査研究はこのような考え方から，流通が生産と

同じく極めて重要な位置をもつものであり，あらゆる合

理的生産は，全て厳しい市場調査をへて行われるもので

あるということを理解してもらうと共に，消費の実態を

今後の行政，研究の分野に少しでも反映してもらいたい

という意図の下に企lL均されたものである．

調査方法はアンケートによったが，調査表配付のカ法

として，小学校の生徒に附寸して回収する方法をとった

ので，回収率は殆んど100％になった．

．開査時期は昭和35年10月である．

回収数は青森1033，弘前962，八ノーi906，合計2931で

その中，採用数は夫々1010，877，850，合計2・737であ

る．

調査上の間題点および集計上の約束など若干あるが，

ここでは省略し，ただ1人当りとあるのは所紬こついて

は生活消費単阻食料は食料消費単位に換算したもので

あることを附託するにとどめる・

1．　職業と所得

調査対象の職業は俸給生清者が最も多く，53％を占め

次で商工業の17％，労務者10％その他の職業8％，以下

農林業，自由業，無職，旅館飲食業の順になっている．

一世帯当りの月所得は第1図のように，1．5万円から

第1図．収入階層別構成比

2万円の階層が最も多く．4万から4．5万円の階層が比較

的少ない．又5万円以上の階層は5千毎に区切らなかっ

たせいもあるが比較的多い．平均では一世辟当り24，702

円である．これを1人当りにすると，5～6千円の屑が

厚く，9～10千円の層が最もうすい．

平均では青森市が6，111円で若干多いが大差なく，三

桁平均では5，865円になる．

所得は職業によってかなりの開きがあり，青森市の俸

給者が最も高く，弘■前，八戸では旅舐飲食業が高くなっ

ている．最低は青森では袋林業，弘前では無職，八戸で
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は労務老と夫々異るがいずれにしてもこの三職種が最も　低い・

第1表．職　業

＼　讐農林業も 漁業商工業

青森市慮1会等禦齢3，琵侶謂

旅鉱，
飲食業 俸給坤務老恒由来芸韻．餓1平均

聞鞘滞日親和覇
l

J

弘前市息1姦ヨ夏空壬釦4爛　＝■i＋＋1

月1人当所得（円）．4，794
八戸市苗 数（農＝100）i

三市平均鵜▲簸て姦＝ib叫

100

庚1人当所得（円）ミ4，7叫声！亭6亭

甜摘狛淵

間

3調昭子調
4．677■　5，721

95．5．（116．9）

i拙さ㌘日揮明i63侶㌘帰1㌢言）
6，135L6，958　6，448

100日10・3■128・51145・7．135・1

2．　米の消費量

米の消費是は一般的に所得が多くなるに従って減少す

るといわれているが，本調査においても例外ではなく第

2図のようにその関係は明らかである・
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第2r乳米消典故と所得の関係

青森県の米の生産龍は37万・甘前後であるが・県外に移

出されるのはその中，正規・不11場合めて18万屯位と推

定されるので，県内消費量は19万屯前後になるが，本調

査の結果から推定した結果も187，659屯となりほぼ一致

する．

現在米の全国的・晶袷は均衝しているものとみられるの

で本県の県外移出米18万屯の販売についてはそれ程問題

もないし，食管制度が存続する以上農家として販売に困

ることはない．しかし将来的に，開「【拍こよる而鎖増加，

技術向上による反収の増加により・米の生産是は相当大

巾に増加する可能性があり，一方所得増加に伴う消費是

の減少により，供給が需要を上廻るおそれがでてくる・

青森県の昭和45年度における米の需給状況を，次の数

字を前提として煩推してみると，

所糾，77，341円（S．34）→2．2倍→174，453円（S・45）

・‥従って2倍とする．

人目．1，422千人（S．34）→1．04倍→1．479千人（S・45）

3，804　5，045．5，065
79．71105．7ilO6．1

4，095：5，865

85．8．（122．8）
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‥1．04倍とする．

（以上いずれも青森県長期経済計画策定要綱よ

り）

か＿日面軋84．774ゐα（S．34）→1．22倍94・969カ〃（S・45）

反収．470桓（S．34）→1．26倍→586桓（S・45）

（以上いずれも青森県農業の基本問題と振興方

向による）

所得弾性．－0．146（本調査による）

県内年間需要量は147．188屯に減少し，生産量は556・5

18屯に増加する．従って差し引き408．330屯の米を県外

に移出するか，加工用に廻さなければならない．現在の

移出＿是は18万屯であるから2・3榊こなるわけであり，お

そらくこのような事情は主要米作地溝＝全体の傾向ではな

かろうか．しかしいずれにしても売手ili場から買手市場

へと変ろうとしているのは］－f尖であり，今からこのこと

を匿祝し，最終的に米価の低落という安易な手段でlt相

の解決を図らぬような努力がなされるべきであろう．

3．パン・めん類の消費量

米の消酢止が減少するにつれて，適にどのような農産

物が代替えするものであろうか．

普通主食といわれているものには，今の所米と，パン

と，めん類があるが，後者の二食■i‾JIの消費談について所

得との関係をみると，パソについては所得の増加に伴い

パン消劉卑：は比例的に増加し，その関係は次式であらわ

される．

Y＝1．25X Y‥月1人当りパン食回数（回）

Ⅹ・・月1人当り所得　　（千円）

しかし1万円以上の階層的でやや停滞の気配を示して

おり，あるいは月13～14回程度が限界とも考えられる．

一方めん瀞は所得と全然関係なく，いずれの所得階層

においても月6～7回程度の平均的な採食回数を示して
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おり，所f】、上の変化につれてめん好iの消典址が増減すると

いう傾向は全く見当らない．もっともこの中にはマカロ

ニ掛ま含まれていないので，それらを含めると又違った

臨向をもつかもしれない．

又参考的に卵と生肉，牛乳の消蝕量と所日の】対係をみ

たが，これら畜産物はいずれも所得の増加に比例して消

炎是は伸びるものと予測され停滞の気配は全く見受けら

れない．夫々の関係を次に示す．

Y＝1．7×＋2．97　Y‥卵消理是（ケ）1月1人当り

Ⅹ・・所f■．1（千円）1月1人当り

Y＝0．8×＋0．48　Y‥生肉消費量（100タ）1人1月当り

Ⅹ・・所得（千円）1月1人当り

Y＝1．5：く－1．35　Y‥′ト乳消費：言t（合）1月1人当り

YH所得（千円ノ）1月1人当り

4．米価・食味・統制などについて

調査対象の米の平均購入価楢は1升当り，110円20鉛こ

なっているが，一般諸物価とくらべて米の価胤ま緑、か

安いかという設問に対し，‾J■度よいと答えている者が45

％を，liめ最も多く，高いと答えている者が揖％でこれに

っいでいる．これを所棚椚増別にみると，雌かではある

が所得の多い牲TT度よいと芥えている者が多く，高い

と答えている者が少ない．又安いと答えている署は13％

あるが，湘ミ‾ほの関連は殆んどなくどの所側脚由こも平

均して含まれている．次で米が安くなった場合・もっと

食べるかという調恥二は70％の人がこれ以l二食べないと

し，安くなっても減らすという人も5％ある．これ以上

食べないというのは首所仕掛翻こ多く，1人7，000lJ】以

上の階層では80％以上の‘剖合を占めている．

もっと食べるという人は12％あるが，低所f【．J一捌離Ⅰを多

い．

味については73％の人がうまいと答えているが，弘前

‾舟は75％の人がうまいと答えていてその率がもっとも高

く，八戸市が甜％で最も低い．このことは津樫の米はう

まく，南都の米はまずいという通説をある尉度実証して

いるといえないだろうか．

文，うまいと答えた73％のもつ意、味は現在県内で作付

けされている十和田（46％〕ふじみのり　し229も）の両111㌔

都が味のうえでけ定されているものとみてよいだろう．

購入の際，味について50％の人達が無条件で円ってい

るが，残りの半分は一応なんらかのかたちで味を購入の

際の選択基準にしている．

米の買う場所はやはり刀三規の登録店が最も多いが，半

分の人は配給外の米を貰っており，この傾向は弘前で特

に多く，津軽の米所として流通鎚の多いことを物語って

いる．

現／【三の米の作町1細山こついては止めたノノがよいとする

者が最も多く39％の人がそう答えており，次でやめても

止めなくてもよいという消極的な反対者が28％でこれに

次ぎ，今後も続けるべきだというのは25％に止る．

止めるべきだというのは‖山業，商＿L業，作節制こ多

く，続けるべきだというのは農業づタ務湘こ多い．

食管制度のもつ多くの矛爪と，或一法味ではないに等し

い現状を十分．認識してかどうかは別にしても消典署とし

ては人力的に鹿1しのノルjを4■帥Jしていることだけは‾・甘美

のようだ．

水稲作における下層施肥機の効朱に関する研究

本　庄　弘　幸・菊　池　宏　彰

（吏　北　農　武）

稲作の省力化を図るために，耕起時に遅効性肥料を下

情上に律ち肥として施しておくノノ法が追肥に代控えでき

るかどうかを調べ，1即事に，満水時のトラクター走行用

路盤を確保する口的で「浅桝＋下層肪状施肥」という耕

法がどれほどの実用性をもつか検討した．

1．実　験　方　法

まず，耕起すると同時に肥料を下層土に施していく作

業機の（通称下J・書施肥機　を試作した．．式作機（l粗－1）

は15If乗用トラクタ用に製作したものであるが，人体の

構造は，ブラフで浅耕しつつ前回の壁溝底にチズルで溝

を切り崩状に下層施肥する．施肥機（回転円板圧型）は

トラクタのフェンダー上にあり，トラクタの後車輪軸か

らチェーソで駆動される．施肥機からの排日肥料は導管

を経てナズルのすく、㌧後〟で土中に挿入される．

1．場所：東北農試盛岡試験地　砂壌土乾肌（耕土




